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Among the monosaccharides and oligosaccharides, maltooligosaccharides containing 6~8 
glucoses showed high reactivity when incubated with 4 types of surfactants. In the presence of 
cetavlon (CTAB) or sodiumborate (borax), which were known to modify the structure of sugar, 
guest molecules of catechin, and glucosamine (GlcNH) showed high reactivity with cyclodextrin 
(CD) molecules, indicated by significant spectral changes of the reaction products. TLC and 
HPLC analyses of the reaction products with chitosan-oligomer showed that several forms of the 
reaction products were detected besides the donor substrate of the CD molecules. Cyclodextran 
(CI) having α-1,6- linked cyclic structure of glucose molecule, showed somewhat different 
reactivity with catechin, compared with the case of CD. Based on these results, reactivity of 










プンから作られ、Glc が 6 ～ 8 残基連結した、α-CD，





























chitosan-oligomer、α-CD ～γ-CD、CIp）は 2.5% 濃度
のものを 2ml 取り、これに修飾剤（Tween 80、Triton 
X-100、SFA・O-170、SFA・S-170、CTAB、borate、

















じて行った。TLC の展開溶媒は 70% アセトニトリル
を用いた。HPLC 分析は、TSKgel Amide-80 カラム、




　Glc などの単糖 3 種およびオリゴ糖の FG67、α-CD
を界面活性剤の Tween 80、Triton X-100 と混合して、
そのスペクトルを測定した（Fig.1）。単糖は界面活性
剤との反応性が小さく、対照との差が見られなかった




















に、GlcNH では、CTAB とβ-CD との反応性が高く
（Fig.3、②）、borx ではβ-CD で紫外部域に高い吸収
が見られた（Fig.3、④）又、chitosan-oligomer と CD
の反応では、α-CD と CTAB および borate でのパター
ンは類似しており反応性が小さかった（Fig.3、⑤）




の抜粋を示す。① Tween ＋ Glc、
② Tween ＋ FG67、③ Tween ＋α-CD、
④ Triton ＋ Glc、⑤ Triton ＋α-CD。
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が、borax では 300nm 付近のピークがやや大きくなっ













３）CD と chitosan-oligomer との複合体形成の分析
　上の Fig.3 に示した CD と chitosan-oligomer の反応
で得られた反応生成物を濃縮して、TLC、HPLC に
より分析した。Fig.5 には TLC の結果を示したが、






　Fig.6 には HPLC の結果を CD3 種についてまとめ
たものを示した。標準糖のα-CD、β-CD、γ-CD







① O-170 ＋ Glc、② O-170 ＋ GlcUA、③ O-170 ＋ FG67、④ O-170 ＋α-CD、⑤ S-170 ＋ GlcUA、
⑥ S-170 ＋ FG67、⑦ S-170 ＋α-CD、⑧ S-170 ＋水（対照）。
Fig.3　 GlcNH、chitosan-oligomer と CD の反応に対す
る糖鎖修飾剤の CTAB、borate および borax の
影響
GlcNH：①α-CD ＋ CTAB、②β-CD ＋
CTAB、③β-CD ＋ borate、④β-CD ＋ borax
chitosan-oligomer：⑤α-CD ＋ CTAB、⑥α-CD
＋ borax。
4することが知られており、CD の場合には Glc 残基が







Fig.7 のようにカテキンと CI の反応では、特に界面
活性剤の SFA・O-170、S-170 でスペクトルの吸光度
の増加が見られ、Tween と Triton でも反応性が高くな
る傾向が見られた。CTAB、borate、borax では CD と
比較して 289nm 付近の吸光度が著しく低下しており、
CD とは別の形で何らかの相互作用が起こっているも







る CTAB と borax およびその関連物質や界面活性剤の
Fig.4　カテキンと CD の反応に対する糖鎖修飾剤の CTAB、borate および borax の影響
①α-CD のみ、②α-CD ＋ CTAB、③α-CD ＋ borate、④α-CD ＋ borax、⑤β-CD ＋ CTAB、
⑥γ-CD のみ、⑦γ-CD ＋ borate、⑧γ-CD ＋ borax。
Fig.5　chitosan-oligomer と CD の反応生成物複合体の TLC 分析
chitosan-oligomer と CD の反応性に対する糖鎖修飾剤の CTAB、borate および borax の影響を測定した。
標準糖：S1 Glc、S2 α-CD、S3 β-CD、S4 γ-CD。試料：1 CTAB、2 borate、3 borax、4 borax（pH7.4）。
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存在下で、サイクロオリゴ糖の包接性の変化を測定し
た。単糖と FG67、CD による測定で、界面活性剤の










Fig.6　chitosan-oligomer と CD の反応生成物複合体の HPLC 分析
chitosan-oligomer と CD の反応性に対する糖鎖修飾剤の CTAB、borate および borax の影響を測定した。
①α-CD のみ、②α-CD ＋ CTAB、③α-CD ＋ borate、④α-CD ＋ borax、⑤α-CD ＋ borax（pH7.4）、
⑥β-CD のみ、⑦β-CD ＋ CTAB、⑧β-CD ＋ borate、⑨β-CD ＋ borax、⑩β-CD ＋ borax（pH7.4）、










かとなった。今回の HPLC の分析条件では chitosan-
oligomer は Amide-80 カラムに強く保持されて、図に
示した 20 分間の分析時間内には溶離されないこと










接は、CD よりも大きいこと 6）、大環状の CI-12 がこ
の色素の包接能がそれ以外の鎖長の CI よりも大きい
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Fig.7　 カテキンと CIp の反応に対する糖鎖修飾剤
の CTAB および、界面活性剤の Tween 80、
SFA・ O-170、SFA・S-170 の影響
① CTAB、② Tween 80、③ SFA・O-170、
④ SFA・S-170。
